












1.はじめに 

近年小児の滲出性中耳炎は社会的な関心を集めており,その早期発見のため,我々耳鼻科医

の果たす役割はより大きなものになってきている。これまで滲出性中耳炎の検出を目的と

した幼稚園・小学校児童への耳鼻科検診の報告は数多く見られるが,3 歳以前の小児での検

診の報告は少ない。 

今回我々は,保健所の行っている 3歳児健診の場に,アンケート及びティンパノメトリーに

よる耳科検診が導入可能か否かについてパイロットスタディを行い,①従来の 3 歳児健診

の流れを妨げることなく行えるかどうか,②行政側や母親の理解・協力が得られるかどうか,

③3 歳児におけるティンパノグラム異常率はどの位なのかについて検討したので,ここに

その概要を報告する。 


